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建 てる計 画 が あ ると発 表 した。約4,130

人 の会 員 が ル ボ ック神 殿 の奉 献 式 に 出

席 した。

メキ シ コ,モ ンテ レー 神殿

4月28日,ヒ ンクレー 大 管 長 により,メ

キ シコで12番 目の神 殿 となるモ ンテレー

神 殿 が 奉 献 され,奉 献 セ ッシ ョンが4回

行 われ た 。この神 殿 は,ヒ ンクレー 大 管

長 が奉 献 また は再 奉 献 した75番 目の神

殿 とな る。

ヒンクレー 大管 長 は奉献 の祈 りの 中で

次 の ように述 べ た。｢あ な た の福 音 が 永

遠 に真 実 で あ ることを教 えるた め に,こ

の 偉 大 な 国 で働 い て きた多 くの 宣 教 師

へ 感 謝 の意 を表 します。彼 らは非 常 に
こんにち

献 身的 に奉 仕 した た め,今 日,あ な たの

無 数 の息 子 娘 た ち がバ プ テスマ の水 に
みまえ

入 り,そ れ以後,あ な たの御 前 に信 仰 深

く生 活 して います。

わ た した ちは この 国 の各 地 に あ る多

くの神 殿 に 感 謝 して い ます。 … … これ

らの神 聖 な宮 で推 し進 め られ て い る業

は驚 くべ きもの です。 そ して今,す で に

建 設 され た多 くの神 殿

に,こ の 美 しい建 物 が

加 わ りました 。｣

奉 献式 には十 二使徒

定員 会 会 員ヘ ン リー･

B･ア イ リング 長 老,メ

キ シコ北地 域 会 長会 か

ら七 十 人 の リン･A･ミ

ケル セ ン長老 とゲ ー リ

ー･J･コ ー ル マ ン 長

老,地 域 幹 部七 十 人 の

エ イドリア ン･オ ウチ ョ

ウ ァ 長 老 が ヒンクレー

大管 長 と同席 した。

モ ン テ レ ー神 殿 は,

メキ シコ･モ ンテ レー神殿の奉 献式 に集 う大 勢の人々。

教会 員と神 殿の数で合衆 国 に次 ぐメキシコは,

12番 目の神殿 をモンテレー で奉献 した。

写真/ジェイソン･スウェンセン,『チャーチニューズ』の厚意により掲載。

地 元 の 多 くの 末 日聖 徒 た ち の夢 と希 望

の 実 現 で あ る と,メ キ シコ･モ ンテレ ー

ローマステ ーク,コ ントリー ワー ドの アル

ファ･カ サノーバ 姉妹 は語 ってい る。

何 年 も前 に,合 衆 国 の ア リゾナ 州 メ

サ にあ る 当 時 い ち ば ん近 くの 神殿 まで

25時 聞か けて行 った カサノーバ 姉 妹 は,

こう述 べ てい る。｢わた した ちは この 日を

長 い 間待 って い ました。 これで,と て も

長 い 間望 んで い た 救 い の儀 式 を行 うた

めに,度 々神 殿 に来 ることが で きます。｣

4月3日 か ら20日 まで行 われ た神殿 のオ

ープ ンハウスには
,4万 人 以上 もの人 々が

訪 れ た。そ の 中に は,ビ ジネス 界 や政府,

市 の要 人 を は じめ,ほ か の宗 教 団 体 の

役 員 な どもい る。神殿 の奉 献式 には1万

2,600人 を越 える会 員が 出席 した。 □
●

ヒンクレー大管長,メ キシコの大統領と会見

ンテ レー 神 殿 奉 献 の た め に メキモ
シ コ滞 在 中,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク

レー大管 長 は,4月29日,メ キ シコシティ

ーの大 統 領官 邸 で
,ビ センテ･フ ォックス

メキ シコ大 統領 と会 見 した。

ヒンク レー大管長 は,メ キシ コシテ ィーの大統領官邸 で,

フォ ックス大統領 と会見 した。二人 は,メ キシ コの人 々の生活 に

祝福 をもた らして いる教会 の努力 について話 した 。

写真/大統領事務局の厚意により掲載。

鱗灘雛謬

転
頓
鞭
譲

会 見 中,ヒ ンクレー 大 管 長 は この よう

に述 べ た。｢人 々を貧 困 か ら救 い 出す こ

とは,現 在 世 界 が 直 面 して い る大 きな

課 題 の一 つ で す。 人 は教 育 を受 け ると,

自らを救 い 出せ るように なります。｣

ヒンク レー 大

管 長 は,教 会 員

で あ るな しに か

か わ らず,メ キ

シコの 人 々を 支
雛 宥1

援 する教 会 の 努

力 につ い て説 明

した。大 管 長 が

継｢ll教 会 の永代 教 育

基金 につ いて 話

す と,フ ォックス

大統 領 は 関心 を

示 した。 さら に

二 人 は,モ ンテ

レー の工 業大 学

で提 供 されて い

る,教 会 が 資 金 援助 す る溶 接 訓 練 プ ロ

グ ラムにつ いて 話 し合 った。

会 見 中,ヒ ンクレー大 管 長 は,恵 まれ

な い子 ど もた ち の ため の 慈 善 団体 バ モ

ス･メ キ シ コへ の 教 会 人 道 的援 助 基 金

か らの寄 付 をフォックス 大統 領 に手 渡 し

た 。バ モ ス･メ キ シコは,メ キ シ コの フ

ァース トレ ディー,マ ル タ･サ ー グ ン･

デ･フ ォックス 大 統 領 夫 人が 支 援 す る組

織 で ある。フォックス 大統 領 は夫 人 に代

わ り感謝 して寄付 を受 け取 り,夫 人 の慈

善活 動 に とって非 常 に役 立 つ と述べ た 。

最 後 に ヒンクレー大 管長 は,伝 道 やそ

の 他 の 教 会 活 動 を自由 に 行 え るように

認可 してくれ たメキシ コ政 府 の厚 意 に感

謝 した。そ れ に対 し,フ ォックス大 統 領

は,こ う答 えた 。｢ど うい た しまして,わ

た した ち はす べ ての 教 会 を全 面 的 に受

け 入 れ ることの重 要 性 を確 信 して い ま

す。｣

会 見 に は ヒ ンクレー大 管 長 とともに,

。懲 簸. 騰灘
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ヒンクレー大 管 長 は さらに続 けて次 の

ように語 った。｢皆 さん は失 敗 す る ため

に生 まれて きた の では あ りませ ん。 成功

するため に生 まれて きたの です。皆 さん

は今 まで に多 くの ことを達 成 して きまし

た。しか し,そ れ は始 まりにす ぎませ ん。

人生 行路 を進 んで 行 く中 で,い つ も信仰

の原 則 に従 った 生 活 を送 ってくだ さい 。

皆 さんは 天才 で は ないか もしれ ませ ん。

ず ば抜 け て賢 い とい うことは ない か もし

れ ませ ん。しか し善 良 な人 間 となり,努

力 す ることはで きます。そ して,信 仰 を

もって一歩 前 に進 む ときに起 こる出来 事

に皆 さん は驚 くことで しょう。｣

ヒンクレー 大管 長 は次 の ような言 葉 で

説教 を締 めくくった。｢自分 自身に対 す る

信 仰 を決 して 失 わ な い で くだ さい 。善

な ること,価 値 あ ることを行 う自分 の能

灘.

声

譜夢

認1

ヂ 簗㌫ 蕊

継･物錨:蓼
絆'幽 瓶 舞

㌧ 諭 窒
噸

熱

嶺

購蕪
ダメレ

篇鶏〆:筏
琴傷 ∫㌻聯 ∴瓢

轟議 論

十 二使徒定員会会 員のヘ ンリーBア イ リンク長老 とブ リカム ヤ ンク大 学アイタホ校副学部 長の

トナル ト 八 一ト兄 弟は コートンBヒ ンクレー大管長 に名誉博士号 を贈った。

この博士 号学位はブ リカム ヤンク大 学アイタホ校か ら授与 される最初の学位 とな った。

写真/マイケル ルーイス ブリカム ヤンク大学アイタホ校の厚意により掲載。

力 に対 して 決 して信 仰 を失 わ な い で く

だ さい 。 尊 大 に な って は い け ませ ん 。

うぬ ぼれ るような ことが あ って もな りま

けんそん

せ ん。静 か で,謙 遜 で,前 向 きな 人 間,

信 仰 へ と開花 す る希 望 に あ ふ れ る人 間

にな ってくだ さい。｣□

モンソン副管長,名 誉スカウト大章を授与される

カ ウ トの 精 神 は 今 も 健 在 で す 。｣｢ス
大 管 長 会 の トー マス･S･モ ンソ

ン第一 副管 長 は4月,集 った1000人 の イ

ー グルス カウトとそ の 両 親 ,そ して スカ

ウトリーダーに向 けて 話 をした 。

グ レー トソル トレーク議 会 はそ の 集 会

で,モ ンソン副 管 長 を｢傑 出 したスカウト,

教会指導者と新しいイークルスカウトをたたえる式て

スカウトの一人とあいさつするトーマスSモ ンソン副管 長。

モンソン副 管長はイー クルスカウトたち に 奉仕 する責任 を喚起した。

写真/トム スマートDesθrθ亡1Vθwsの厚意により掲載。

麹

δ､唖

憂

週
浅

また若 人 の チ ャンピオン｣と してた た え,

今 年 度 のアメリカ･チ ャンピオン章 を授 与

した。モ ンソン副 管 長 は1969年 以 来,ボ

ーイスカウトアメリカ連 盟 の一 員 として働

い て きた 。これ まで,ス カウ トの シル バ

ー･ビ ー バ ー章
,シ ルバ ー･バ ッファロー

章,国 際 ス カウ トの最 高位 の 章 で あ る,

ブ ロンズ･ウ ル フ章

を受 章 してい る。

この 章 は,新 しく

イー グルス カ ウトを

受 章 した 人 を た た

載
親

鶏
＼
､麟

え る 年 次 朝 食 会 で

モ ン ソ ン 副 管 長 に

授 与 され た 。 こ の

式 典 は ユ タ 州 サ ン

テ イで開 かれ た。

モ ン ソ ン副 管 長

は 受 章 ス ピー チ の

中 で こ う 語 っ た 。

｢こ こに 集 うイー グ

ルス カウトた ち の 心

の 中 に は 記 念 碑 が

見 え ます 。 そ れ は

忍 耐,堅 忍,励 まし,
あかし

そ して 達 成 の 証 で

す。｣

モ ンソン副管 長 は イー グルスカウトた
　

ち を｢真 のチ ャンピオン｣と 呼 び,次 のよ

うに語 った 。｢真心 か ら与 えてくだ さい 。

自分 自身 をささげ るの です。そ うす ると

きに,皆 さん は神 に ささげ物 を します。｣

モ ン ソン副 管 長 は,彼 らを 教 え導 い

て きた,ス カウ トマ ス ター た ち の努 力 を

ほめ たた え,ま た,イ ー グルスカウトた ち

に,奉 仕 へ の 決 意 は まだ 始 まった ば か

りで あ ると話 した。｢皆 さん は イー グル

ズネ スト(訳 注 一 鷲 の 巣 の 意 味 。合 衆

国の スカウトの集 会で,イ ー グルスカウト

は イーグルズ ネス トと呼 ばれ る場 所 に着

席 す るように案 内 され る。)にたど り着 き

ました 。しか し,そ こにとどまり,入 のた

め に何 もしな けれ ば,イ ー グルス カウト

として の 決 意 を果 た す ことは で きませ

ん｣と 語 った 。｢皆さん は人 々の生 活 にか

か わらな けれ ば なりませ ん。少 年 の手 を

取 り,道 を示 して あげ なけ れ ば なりませ

ん 。彼 が よろめ くときは,傍 らに あって し

っか りと立 つ ように助 けな け れ ば な りま

せ ん。そ れ は彼 もまた,そ の 入生 の 中で

立 派 にイー グルズ ネストに たど り着 き,ほ

か の 人 々に奉 仕 で きるようにす るため で

す。｣□

リアホナ/2002年9月 号

4



S

×一τ=･壬一4壬

`録導`習肚f量霧`コ44二ζ勲考灘

(。6射孝年ゑ勲雛曳へ(う〉･1d-roOI

尋車瞳目`託グ丁零暴コ翫蓼ケ髪`画4r

斗一∫1セ1-911ぞ曾.奪一コ蟹碓`写1翼画⑦

暴象⑦×449且。弘へ}辞曵瞬岳コ×

649(∂9｣(ヨ40H)σアD潭1圓写憾

騨⑦暴集…奨醍)。マ64尋羊帖鱒1立

準海髪(∂曽…口`ぎ¢。4つi罫搬孝岳割呆¥

⑦加`判暴皐¥コ⑦×益49｣4σ口

叢母〃4二6屏ルく4-r区国密▽

琴准曾』ΣΨ1降訓畢聖Φ榊湘!:⊆一n〆

Q4穿鼻4斗澤;⊃1』劃呈難単戻Y

等瑳(ラ4慕Ψ尋董…耳⑦46鵜`寧1憾韓

⑦ξ組一;γ準`士昌山壱ぐ一,4硲/習宙煮

Q4り胎躍R｢頃り癒勲需

コ.昏4製母盗昇⑦…斑垂`勲コつ尋[r宮

⑦傷4羽･)ア⑦(ヨ辞コ`9勲窪⊃1等¥⑦

璃)冥⑦霜¥誕くル･マ4r1ム｣`算鵜ユ曳へ

6=:Pコ9曳へ}σ尋〉摯き¢馴･董牙(∂寸!ロ

孝尋安ア⑦コ`4季勲艇宵一4一名4･

。4σ墨マ

｢黛!ユユ9穿9勲邑⊃1;～摯⑦ケY`〉古

需(ン(拝D.Q郵⊃1董∬膏昆講写lkへ身(季｣

`コ傷9⑦目｢4導宰N孤士(∂}》/幸`勲一

x-6d伊ζ｣･!くニー♪壬∠/重含
o認しヒ♀科塁ユ∩籔母團蝦瓢葦票Y雫婿冒臼¥

5‡iN爪キ旦OL[1塚⊇∫¢
きα｢一氷叩

。⊇∫CnユG斗♪母刈爪≠習匪f孟

φ刈爪≠曹宙葺ヲ蜀5‡⊇岡･潭⑦Y士糠

認∩剴需]｢¥¥⑦彰1尊｣卑しムα醐立∩人臼

4一必4いく一髪忌⑦田割呆藩葦ら日夏ぞY

。4σ嬰翠1平劇4･蓋/(丁3｢Q幸弘(が潭尋

マ率贅⑦願些搾》1曾狙Ψ雷租`¥1【へ身⑦

'y粟品駆へ}つ瞳旦コ劇話`曳へ蛍⊃1(禦マ

9勲範孝ケY弘へ)つ;～董拓畢鮨灘｣

。4つ嬰

;～4勲蚕尋鴉i劉コ2コ曾曳へ).りR9:f》

由♪つi罪尋生(∂勲箱(沁1ケY⑦暴掴む嚇

昌螺σ尋雷露(ラ珊`ぞ製竈日革`準1午劃

4認く丁。4(ン呈呈罪1二F劃､4縣/(=〔2｢04

つユ/ソ吾準【へ(毫}G宙ロマ9r幸コ目母

ムζ説くムーτ3尋をア⑦コ`き¢4つ季氷

⊃Pココ(汐マ管宵尋考¥`掌n4(審｣

。4つ劃鍵⊃1[r宮⑦(44

剥･)冥`勲午創4箆く=〔･一r恥一忽49(弟

ユ智雛鍵輩陛揮〔国雲:γつ期田コ琴¥

。マ穿(ヨ(圏事§例孫士習宙凌⑦園000`9

互1=～胚歩瞥出事場(∂團レ000`∠｣γ9弘賜専

。4つ箪斗野孕暴;:丁む士副⑦愚:峯×一r広

4季`ぐ一4外/瞥宙右`寸!孟世習宙事魁

⑦(汐マ9毛偲IQ慕コ々Y⑦中雷翔一`0…静

孝n互⑦豪賜Ψ望4剥･)実いへ=～Y士卿
。4G母尋履呈1丹

ま尋尉蟹¥き¢(皐4暫蝉(∂琴劉鮨導`日

麗濤鷲灘鷺警∠
曾Ul皐瓢霧"→沌士瓢革戴Yσi}士｣回

`ユ覧り鐸コ尋:¥Φi研葦

受(卸騨尋弓聴劉耽

。曾し煕駁ユ∩マ弄1･葦茸鴎聴㍊⑦主◇

G甲揖Ψ5髪∠`古¥4く4･▽μ∩二
'綴中酬一⊆y･⊆y-y

'i肇⑦昇
…i雪訓一≦≡y･月r4爪≦≡･囚

野還

4一･騰

､　灘

撫
撫

御

競
墾

曝

ゼ謬

。妻甥⊇贋孕

重窪⑦馴魯日9目ウ誉己00己[3"∂～好oノηα0

□。4宰}つ4音尋つ屋`マ〕倖弘等劉

鮨鷲}つ妾`鼎)ア曳へ呈壱号製翁〔母掌1胸

蝉説一ζ恋/。9燐)辞準量コ漫愚'⑦Y

セ}つ妾`漫(∂YIセぞ(蚤3士(∂Y乙`α尋

コ毎09)a影旱癬1肇¥罪吾説一4き∠

。4つ峯孝劉･

藁kへ黎9卓餌⊃1獅蝉`ン璃;毫需コ曾(季弘

(がき管:fコ新蝉§¢肚箪(∂音目`α4緊コ

90圏尋【へ影⑦y19勲暑≦着織一4}/

。マつ季噛マ⊃19ア喜勲由博罷孝`つ

駆Ω悪kぺ箪コ(享マ剥ρ)冥).りを。4σ呈呈

需9宰弘§字2コ曾幸剋但辮曾尋竈星鋤邊

⑦)》14`}σ:f⊃R2享婁尋Q壱丸へ量'

`Q£孝素轟掌1弔1)冥`つ嬰)
kへ(ン⊃1｢σ

軍コ担辮身尋爾｣9(季弘ムー嬰⑦翻瞭

懲舟`立中(∂壬一訊×翠1聴蝉織一4y

。46

考田需罪着説一4き/9尋究¥(∂牽恭k⊃1

申右丑右¥〃τ'}a妾。4つ義重尋尊

景×41一島}つ究射雛(∂×44判薯蝉湿一

益yo4算準耳シ弘一♪壬4･4;一/1寸/1r

パ}つR獅⑦塗¥<丁一譜･･ぐ寸乙よ2

/(丁一霊･xマー〕終準1新卑4｣一ζ;y

。4つ亜1斐〉攣尋者狸⑦縛牌織一4

y曾.昏秘⊃n浸(∂号鞍む溺彦`).σ4

宗⊃没.喜肯麺孝纂`準1罪吾一一呑訊y･V

･織停1譜(oY十耳引暴櫨餌恥`Q(解弘智

藁(∂遡宰蓋2よ`藁¥ズ/(ル･ワ｣μr且ム
Q4穿勲悪⊃1剥･)冥尋卵聴鄭(∂虫》

`Qマ県⊃1考團⑦制冨ぞ瞬舟凛由(∂導回

`)
曳へ鉢⊃1斡*葦髪孟凌¥誕/(堀･マ4rt

匹`日8z目ε`勲覇蝉d一ζly･/(丁一霊

∴雪獄:㍑舞輪耳皇十

斜亨罫¥二¥』訟∩マ珊4識廓鵬㍊`獅蠣｣一`》'



中央扶助協会
および

第172回 半期総大会

下の情報は,今 後の教会内の放

以送予 定 を知 らせ るもので あ る。

そ れぞ れの 地 域 で の 中 継 放 送,お よ

びビデ オ放 送 の時 間 と場 所 につ いて は,

地 元 の教 会 指 導 者 に確 認 す る 。また,

www.lds,orgに アクセ スす ることに よっ

て,中 継 放送 や過 去 の放 送 分 を インター

ネット上 で視 聴 することが で きる。

中央 扶助 協会 集会

日付:2002年9月28日

時 間:午 後6時*

第172回 半期 総大 会

日付:2002年10月5日 一6日

時 間:土 曜 午前 の部 会:午 前10時

土 曜午 後 の部 会:午 後2時

神 権 部会:午 後6時

日曜午 前 の部会:午 前10時

日曜午 後 の部会:午 後2時

*以 .却こ記された時周はすべζ 合衆国山屡

峙周である。

言 語 中 央扶 助 協 会 集会 は35の 言

語 で 視 聴 す ることが で きる。 総 大 会 は

52の 言語 に訳 され,10月 の大 会 で はさら

に数 か 国語 が加 わ ることが 予想 され る。

自国の言 語 で視聴 で きるか どうか は,地

元 の指導 者 に確 認す る。□

建 築 資 材 を提 供 した。 さらに,竜 巻 で

建 物 を破 壊 され た 現 地 の3つ の 宗教 団

体 に,集 会 所 を 開放 した。現 地 の 私 立

校 に通 う児 童生 徒 は,夏 休 みが 始 まる

6月 まで,末 日聖 徒 の 集会 所 で勉 強 を続

けることにな った。

宣 教 師 と会員 は,膨 大 な清掃 作 業 に

協 力 した。残 骸 の撤 去 を手伝 い,ボ ラ

ンティア と被 害者 へ の食 事 を準備 した。

また 救 済 事 務 所 に送 られ て くる多 くの

物 資 の仕 分 け作 業 も手 伝 った。

竜 巻 が 発 生 した の は4月28日 で あ っ

た。合 衆 国東 部 を襲 った 竜巻 の 被害 規

模 として は,史 上2番 目で あ る。残 した

つ め 跡 は,死 者5名,被 害家 屋738棟,

倒壊 した 会 社49社 。 末 日聖徒 の3家 族

が資 産 を失 った。

0加roわ1>θws,2002年5月11日 付けの記

事を基に編集。

墓地を清掃する宣教師

モア･ア ピア伝道部の宣教師た

サ ちが,同 伝 道 本 部 か ら約7マ イル

(11キ ロ)に 位 置 す るファガ リイ墓 地 を

初 め て 見 た ときの ことで あ る。 宣教 師

た ち は,こ の墓 地 を何 とか し な くて は

㌔ い け ない と思 った
。 す ぐに彼 らは毎 月

せんてい

雑 草 を除去 し,木 を勢 定 し,フ ェンス を

作 るように なった。

･｢掃 除 す れ ばす るほ ど,き れ い に なっ

て い きました｣と 言 うの は,ス ア ウウパ

イァ･ペ ァ伝 道 部 長夫 人 の,タ ラロア･

ペ ア姉 妹 で ある。

墓 地 に は,近 隣 の フ ァガ リイ村 の村

人 らの墓 に交 じって,教 会 の初 期 の 宣

リアホナ/2002年9月 号
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教 師 の墓 があ る。

｢宣 教 師 全 員 に よる この働 きを うれ し

く思 い ます。 この働 きに よって,彼 らは

サ モ アの 人 々に感 謝 を示 した ので す｣と

ペ ア姉 妹 は語 った。

0加roわ1Vθws,2002年4月20日 付けの記

事を基に編集。

イタ リアの 国 営放 送局,

初 等協 会 につ いての特 集 を放送

AI(イ タリア国営 ネットワー ク)は 最R 近,｢子 どもたちを守 ろう｣(Let'sPro-

tectOurChildren)と い う番組 を放 送 し,

教 会 と初 等 協 会 を特 集 した 。4月11日 に

放 送 された この特 集 は,現 在 放 送 中の シ

リーズ番組｢そ れ に関 して10分 間｣(Ten

MinutesOf)の 一部 として制作 された。

セ ル ジ オ･ベ ル ファル ティ(イタ リア,

ミラノステ ー クの 会長,小 児科 医で あ り,

4児 の 父 で あ る)と,エ マ ニ ュ エ ル･

デ･マ ティス(初 等 協 会 の教 師),ギ ウセ

ッペ･パ ス タ(教 会 の イタ リア に お け る

国 内 広 報 ディレクター)が,RAIの 司 会

者,カ ル ロ･フ ォンター ナ か らの 質 問 に

答 えた。'

話 し合 い の テ ーマ は,幼 児 虐 待 と闘

うことにつ い て などであ った。教 会 の初

等 協 会 は子 どもを守 る一 手 段 として紹

介 され た 。番 組 中,出 演 者 が教 会 の教

えにつ い て説 明 した 。

番 組 は イタ リア 国 内全 土 と海 外 に放

送 され た。

0触roわ1Vθw5,2002年4月27日 付けの記

事を基に編集。

家庭貯蔵 ブラジルで特集される

ラジル国営テレビ番組｢そ れは,ブあ な た 次 第 で す｣(lt'sUpto

You)の リポ ー ター 陣 は,教 会 員 に対 し

て,家 庭 貯 蔵 プ ロ ジェクトに 関す るイン

タビュー を行 った。 この番 組 は4月30日

に放 送 され た。

番 組 で は,小 麦 の 貯蔵 プ ロジェクトに

参 加 した50人 以 上 の 会 員 とそ の友 人 が

扱 われ た。 プ ロジェクトに参 加 した人 々

は,も っと多 くの食 糧貯 蔵 をぜ ひ 始 め た

い と語 った。

0加rσ ね1Vθwsの 厚意により,2002年3月

11日 付けの記事から掲載。
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ル モ ン書 の好 きな物語 を選 ぶ。 教 師 の

助 け を借 りて,聖 文 の ど こに そ の物 語

が あ るか見 つ け,グ ル ープ の 中 で そ の

物 語 を話 す。 島3の テ ーマ,｢宣 教 師 は

お 話 をします。｣子 ど もた ち は,教 師 の

助 け を借 りて,以 下 の4段 階 を踏 んで,

話 の練 習 をす る。(1)聖 句 を選 ぶ。(2)聖

句 の 意 味 を話す。(3)要 点 に添 った個 人

的経験 か聖 典 か らの物 語 を話す。(4)そ

の証 をす る。 必 要 で あ れ ば,指 導 者 は

以下 の 例 を話 す。｢1ニ ーファイ3:7の 意

味 はこうで す。主 か ら言 われ た ことは何

で もします。 主 が助 け てくだ さるか らで

す。あ る日曜 日に,誕 生 日パ ーティー に招
きよ

待 され ました 。で も,主 は安 息 日を聖 く

保 って ほしい と思 って お られ ます。だ か

ら行 きませ んで した。主 に従 った の で,

よい気 持 ちが しました。主 の 戒め は,守

りに くい ときもあ ります。で も,守 るとき

に祝 福 を受 け ます。｣初等 協 会 で話 をす

るときにこの4段 階 を踏 む ように提 案 す

る。 そ うす れ ば,将 来 宣教 師 として話 を

す るときの準 備 にな ると教 え る。 島4の

テ ーマ,｢宣 教 師 は時 々,音 楽 の指 揮 を

します。｣子 ど もた ち は,音 楽 指 導 者 の

助 け を借 りて,指 揮 の 方 法 を学 ぶ。 音

楽 指導 者 に手 本 を示 して もらい,動 きを

まね る。簡 単 な歌 か賛 美 歌 を何 曲か 歌

い,練 習 する。

3.今 年学 んだ神 殿 の歌 と神 殿 の教 え

を復 習 す る。子 どもた ち は,床 の上 に

大 きな輪 に なって座 る。輪 の 内側 に,各

月の テ ーマ を表 した 写 真(ま た は絵)を

均 等 に並べ る。1月 は近 隣…の神殿 の写真

(｢神 殿 に行 きた い な｣),2月 は家 族 の 写

真(｢わ た しの家 族 は神殿 の祝 福 に よっ

て永 遠 に結 ば れ ます｣)な ど。各 写真 に

合 うように,聖 句 と歌 の リス トを準備 す

る。聖 句 は各 月に提 案 された 聖句 か ら,

歌 は各 月に提 案 された歌,ま た は写真 が

教 えて い る概念 に ち なん だ ほか の歌 か

賛 美歌 か ら選 ぶ(｢分 か ち合 い の 時 間,

な らび に聖餐 会 での 子 供 の発 表 の概 要

2002年 度』参 照)。 黒板 に,簡 単 なゲ ー

ム 盤 を描 く。ゴ ール に 神殿 の 写 真 を掲

げ る。1枚 の子 ど もの写真(ま たは絵)を

コマ として用 い る 。瓶 を床 の上 に寝 か

せ る。 一 人 の子 ど もが そ の 瓶 を 回す 。

止 まった ら,瓶 が指 してい る方 向 に座 っ

て い る子 ど もが,コ マ が進 むマス目の数

を決 め る。例 え ば3マ ス進 め た いとす る。

子 どもは,瓶 が 指 して い る方 向 に あ る

(ま た は方 向 が い ち ば ん近 い)月 の歌 の

リス トか ら1曲 歌 う。2マ ス進 め た い とす

る。 子 ど もは,瓶 が 指 して い る 方 向 に

あ る(ま た は 方 向 が い ち ばん 近 い)月 の

聖 句 の リス トか ら一つ,聖 典 か ら見 つ け

て読 む 。1マ ス進 め たい とす る。子 ども

は,神 殿 参入 に備 え るため に で きること

を 言 う(バ プ テス マ を受 け る,預 言 者 に

従 う,安 息 日を守 る,什 分 の一 を納 め る,

正 直 に なる,よ い友 達 を見 つ け る,福 音

を分 か ち合 う,神 権 指導 者 を尊 ぶ)。 コ

マ が ゴール の神 殿 に 到達 す るまで続 け

る。子 ど もた ち全 員 へ の 愛 を伝 え る。

そ して,子 どもた ち が神 殿 の 祝 福 を受

け られ るような 生活 を送 るよう望 んで い

ることを伝 え る。□

● ロー カル･ニ ュー ス

,gi繋 朧ちに
5 一蕊鳶鱗 撫 認､

末日聖徒の宗教儀礼に多くの若者が参加～

去
る8月3日 か ら

7日,大 阪舞 州

において第13回 アジア太平洋

スカウトジャン ボリー が開催 さ

れた。初の都 市型ジャンボ リー

として スカウト1万2000人,指

導者を含め ると総勢3万 人 が集

う大 規模 な イベ ントとな った 。

ジャンボ リーの プログラムの中

で宗教儀礼 が行われるのは通常

の ことである。ただし今 回は初

の試みとして,午 前中はジャンボ

リー会場内,午 後は会場外 で宗

教儀礼 が行われ,内 容 は各宗派

に一 任され た。会場 内･会 場外

2つ の場所で 同時進 行するプ ロ

グラムは,奉 仕 に携わ った教会

員 たちにとっても初めての経験

であった。

末 日聖徒の会場外宗教儀礼 と

しては,堺 ステーク堺ワードにて

福 音の メッセー ジをス カウトた

ちに紹介するオ ープン八ウスが

計 画された 。会場 内にとどまる

スカウトたちにも信仰,奉 仕,友

情 を培うプログラム が準備 され

た。堺 ステークか ら100人 を超

える人々 がボ ランティア として

参力口し,ジ ャンボ リー会 場の 舞

州か ら堺 ワー ドへ は3台 の 大型

上一 ジャンボリー会場内の宋日聖徒の宗教儀礼に参力口した大勢のスカウトたち。

挿入写真/左 から一 ボランティアとして参加 した50人 余りの専任宣教師たち,証

をするイーグルスカウトの専任宣教師ウッドベ リー長老,会 場内のオープン八ウス。

バス によ る5回 の ピス トン輸 送

が行われ た。堺 ワー ドでの オー

プ ン八 ウス では,4つ の 部屋 に

分けて展示された福音 のメッセ
あかし

一ジを各 ガイ ドが証を交えて伝

えた。このオープンハウスに参

加 した 人々 は ボ ラン ティアの

人々の温かい歓迎 と冷たい飲み

物と霊的な メッセー ジを いっぱ

い に受 けて,し ば し平安 を感 じ

たようだった 。また,舞 州 では5

つのコーナー(福音の紹介,開 拓

者,ユ タの地オ リン ピック,スカ

ウトと教会,宣 教 師の レッスン)

が催 され,ス カウトた ちは 静か

に聞 き入 っていた 。そ して何よ
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鞭
賦ぐく 〆

育憲.,異

漏

1人々 》

親子のきずなは形式や書類ではありません

りょうぞう よ し こ

佐1呈灘 羅1
とき,彼 女 はとて もか わ い らしくに こっと

笑 った 。今 まで笑 った ことの ない子 が初

めて 笑 った,と 看 護婦 さんが 言 う。そ の

笑顔 を見 た とき,｢自分 たちの子 どもだ ね｣

と佐 藤 夫 妻 は 互 い に確 信 した 。良 三 兄

弟 の祝福 文 には｢子 どもた ち｣とい う言 葉

が記 されてい るが,そ の祝 福 は確 か に成

就 し,佐 藤 夫 妻 は二 男 三 女 に 恵 まれ る

こととな った 。

佐藤良三･淑 子夫妻 旭川ステーク旭川第1ワ ー ド

手 をか け,心 を か けて

佐藤 家 では,5人 の子 どもたち全 員 が

養 子 として迎 えられてい る。｢5人 の子 ど

もた ちそれ ぞれ との 出会 い は,不 思 議 な

巡 り合 わせ で,神 様 の導 きが あ りました。｣

子 どもたち との 出会 い を懐 か しそ うに話

す佐 藤夫 妻 は｢神 殿 で 結 び 固め られ たと

きに自分 たちの 子 ど もになった と実感 し

た ので はなく,初 めて会 ったときか ら自分

たちの子 どもだ とす で に確 信 してい まし

た｣と 回想す る。

5人 の子 どもを育 て るに 当 たっての 親

としての苦 労 もさることなが ら,佐 藤 夫 妻

はそ の親 にな る前 にい くつ か の 壁 を乗

り越 えなけ れば ならなか った。｢子どもに

恵 まれ なか った ので 養 子 を迎 え ることを

考 えてい ましたが,里 親 紬ぺ　ジ惨 照で も構

わ ない と思 ってい ました 。里 親 に なるた

め には持 ち家 で な くて はな らない と言 わ

れ ましたの で,家 も建 て ました 。｣子ど も

を愛 する気 持 ちが 強 か った か らこそ,親

子 や家 族 の 関係 の形 に はこだ わ らな か

った。｢年齢 や性 別 などの 条件 は一 切 つ

け ませ んで した 。自分 た ちに縁 のあ る子

ど もならば だ れで もよい と思 って い まし

た｣と 淑 子姉 妹 は話 す。

か けがえ の ない5人 の子 どもた ちを迎

えた ころを思 い 出 しなが ら父 親 の 良 三

兄 弟 も語 る。｢自分 た ちが 養 子 を受 け 入

れ るの に適 した夫 婦 だ と(司法･行 政 側

に)認 め てもらうことには,あ る面 で 苦 労

しました。あ らゆることを説 明 し,証 明 し

な けれ ば なりませ んで した 。そ の た め に

自分 た ちが クリスチ ャンで あ ることも,ふ

さわ しく生 活 してい ることも話 しました 。｣

渥

い 肉

とお り,だ れ もが お お らか な両 親 の深 い

愛 情 の 中で 育 てられた 。

舩懸

簸
㍑

雛
灘
鍵

騙 灘
rl驚

繍

魅､

礎 砂評

識
あなたばお母さんのおなかか6

生ま｢れなかった｣ナど

あなたも神檬の子どもこ

神檬か5い ただ61たんだよ

子 ど もを引 き取 りに行 った とき,淑 子姉

妹 は その 生 み の親 にモ ル モ ン書 を手 渡

したこともあるとい う。

5人 の子 どもた ちが 佐 藤家 の子 どもと

な った年 齢 は様 々だ が,｢小 さい子 に ぱ

手 をか け であ げ る。大 きい子 に は心 を

か げ であ げる｣と い う淑子 姉 妹 の言 葉 の

養子であることをオープンに
ま こ と

長男 の誠 呼 人 兄 弟 が幼 稚 園 に通 って

い た ころ,一 つ の 質 問 が 淑 子 姉 妹 に 向

けられ た 。5才 の誠 呼 人兄 弟 の 前 の テレ

ビ画面 に,出 血 して苦 しんで いる女性 の

映 像が 流 れて いた。｢お母 さん もぼ くを産

んだときあん なに苦 しが った の。｣淑子姉

妹 は一 瞬,答 えに迷 った。しか し,｢こ こ

で うそ をい えば,子 どもた ちに今 まで神

様 の子 どもな んだと伝 えて いた こともうそ

にな るように感 じました 。そこで ほ んとう

の ことを話 しました。｣

佐 藤 兄 弟 姉 妹 は子 どもた ちの 理 解 度

に 関係 な く,子 ど もたち が 養 子 として 家

族 に なった ことを話 してきた 。｢あなた は

お 母 さん の お な か か ら生 まれ なか った

け ど,あ なた も神 様 の子 どもで,神 様 か

らいた だ い た んだ よと,分 か ってい ても

分 か らなくて も伝 えて いました。｣

子 どもた ちは幼 い ころか ら自分 たちが

養 子 で あ ることを聞 か されて い た ので,

自然 に すべ て を受 け 入 れて い た 。そ れ

が もし,思 春期 にな って か ら急 に打 ち 明

けられ た ので あれ ば,だ いぶ 受 け取 り方

も違 って い た か も知 れ な い 。が,｢そ ん

なもの だろう｣と思 って 育 ってきた誠 呼 人

兄 弟 は,｢特 に抵抗 はなか った｣と 明 るく

笑 う。｢自分 が 養子 で あ るということで は,

まったく悩 んだ ことは あ りませ ん。｣

しか し誠 呼人 兄 弟 は,結 婚 し,自 分 の

子 どもを持 ったことで,自 分 を生 んで くれ

た 人へ の 感 謝 の思 い は今 まで と少 し変

わ った か もしれ な い,と も話 す 。｢最近,

妻 の 出 産 に立 ち会 い,こ れ だ け大 変 な

思 い をして子 ど もが産 まれてくるの か と

実 感 しました 。こん なに も大変 な思 い を

して 産 んで くれ た の だ ったら,生 み の親

にどこで 会 うにしろ,会 った ら『あ りが と
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育渉.

趣 饗
汰々

20年間待ち望んだ大切な我が子

る寒い夜,安 達兄弟姉妹は窓

あの外 か ら聞 こえる声 が 気 にな

って仕 方 が な か った 。近 所 の

人 た ちもそ の声 を気 にか け てい るようだ

った 。しか しだ れ も外 へ 出 る者 はな い。

戸 外 に出 され た 子 どもの 泣 き叫 ぶ 声 が
くらやみ

暗 闇 に響 いて い た。｢出 て い って 注 意 し

てよい ものか どうか,随 分 と悩 み ました。｣
あ だち か ずお

安 達和 男兄 弟 は,泣 き叫 ぶ子 どもをその

ままに してお くに忍 びず,そ の 子 の もとへ

と向 か った 。｢見れ ば,3才 ぐらいの 子 ど
は だ し

もで,寒 空 の 中,裸 足 で ドアの 外 に出 さ

れて いました 。震 える子 ど もを優 しく抱

きしめ,落 ち着 いて 泣 きや む まで そ のま

まで いました。｣子どもが 泣 きやんだ ころ,

安達 兄 弟 は ドア をノックした。 出 て きた

の は30代 半 ば の父 親 。安 達 兄 弟 は 尋 ね

た。｢何で こん な ことをす るんで す か。わ

た しはこの 子 の泣 き声 に耐 えられ なくな

ってここに来 ました 。こんな小 さい 子 に,

この ような仕 打 ちをしない で家 に入 れて

あげて下 さい。｣父親 は,こ れ は自分 の家

の しつ け だ,と 反 論 した 。｢しつ けとい う

か も知 れ ません が,こ れ はしつ け で はあ

りませ ん。自分 も子 ど もの 時 に厳 し くし

つ け られた経 験 もあ ります。しか し,こ の

子 は あまりにも小 さす ぎます。傷 つ くだけ

です。｣｢そ ん なに 言 うな ら,あ んた が 連

れて行 って育 て た らい い 。｣安達 兄 弟 の

言 葉 に感情 的 に なった父 親 はこう吐 き捨

てた 。安 達兄 弟 が 当惑 することを期 待 し

て。しか し… …｢あ な た が そ う言 うな ら

ば,わ たしはい くらで も育 てますよ。｣その

返事 に当惑 したの は父親 の方 だ った。

最 終 的 に父 親 は 子 ど もを家 の 中 に入

れ,事 態 は収 拾 した。後 に,そ の 子 ど も

は離 婚 した母 親 に引 き取 られてい った と

い う。｢い じめ られ た り,虐 待 され てい る

子 ど もを見 ると,命 をか け て で も守 りた

くなります｣と,安 達 夫妻 はそ の出 来事 を

振 り返 る。

安達和男･野 里子夫妻 岡山ステーク米子ワー ド

子 ど もを 愛 す る思 い の 深 い 安 達 夫 妻

に は,二 人 のお 子 さんが い る。11才 で長
せ いや せ い ら

男 の聖 也君 と5才 になる長女 の静 羅 ちゃ

んであ る。聖 也君 は5才 のとき,静 羅 ちゃ

ん は1才10か 月のときに特 別 養 子 縁 組 と

して安達 夫 妻 に迎 えられ た。

あ る時,聖 也君 が｢ぼ くはお母 さん の

お な かか ら生 まれ た の｣と 尋 ね た ことが

ある。｢その ときに うそ を言 って はい け な

いと思 った の で 『違 うん だ よ』と伝 え まし

た。『じゃあ,ぼ くは 施 設 で生 まれ た んだ

ね』と言 って深 く尋 ね てくることは あ りま

せ んで した。『ぼ くにはお 母 さん が二 人 い

るんだ ね 』と言 って い ました。養 子 で あ

ることへ の 説 明 は 年 齢 に あ わせ て理 解

させ てい ます が,自 然 に任 せ て いる部 分
の り こ

もあります｣と母親の野里子姉妹は話す。

子どもたちを待ち望んで

夫婦ともに大の子ども好 きだったが,

野里子姉妹は結核を患うなど体調がす

ぐれず,子宮外妊娠で生死の境をさまよ
か こ く

うとい う苛 酷 な体 験 もした 。結 局,子 ど

もに恵 まれ ることはなか った。｢今の 医学

で わた したち にで きると思 えるようなこと'

はす べ てしました｣と 安 達夫 妻 は言 う。

｢以 前,｢聖 徒 の 道 』に養 子 を迎 えられ

た方 の お話 が掲 載 されてい ました。治療

をや り尽 くした ころ,主 人 が そ の記 事 を

読 み,養 子 を迎 える決 心 をし ､。 臨､

ました。その 後,自 分 た ち

で 施 設 に 連絡 した り,い

ろい ろな所 に電話 しまし 騨
。､

た･記 事を書かれた 濯 晦 騨1望

方 を 紹 介 して い た だ 瀞1. 冨 寒､､,.だ

鍍､概､議 ズ 触､
た。様 々

なアドバ イ

スが 書 か れた お手 紙 もい ただ きました。｣

安 達 夫 妻 は,記 事 に励 まされ るように里

親 の登 録 をし,子 どもと巡 り会 う日を待 ち

望 む こととなった。

｢何 も知 らな い わた した ちにとって,子

どもを迎 え ることは そん なに簡 単 なもの

で はあ りませ んで した。最 初 は児 童 相 談

所 でも,わ た した ち夫 婦 が 迎 えられ るよ

うな子 どもは い ない と言 われ ました 。し

か し,実 際 には そ の とき,長 男 は施 設 で

す で に 生 活 して い た の で す 。矛 盾 した

話 です が,最 初 は冷 たくあ しらわれ た よ

うな感 じで,4月 に登録 はした もの の,半

ば あきらめか け ていました。

しば らくして,神 殿 の儀 式 執 行 者 とし

ての召 しの た め に夫婦 で 菊 地 良彦 長 老

か ら面 接 を受 けました。子 どもにつ い て

尋 ね られ ました ので,児 童相 談 所 に登 録

した ことなどを伝 えた ところ,な ん らかの

形 で子 どもが 授 か る,と 菊 地長 老 は祝 福

してくだ さいました 。そ れが11月 のことで

した。｣そして翌 月,後 に長 男 として迎 え

られ る聖 也 君 との 出

会 い が 訪 れ た

の だ った。

｢様 々な事

情 の た め に･･

親 元 へ 帰 れ

ない子 どもを,ぜ驕
謬＼ 野 議

ピ

餐畿 蹴 嘱 観
上 蹴1験鑑雛灘磨雪麟の農物噂 た静羅箏轡ん《蕊)と璽撫霧《車央)。

蜜遷鷺蒙とともに。

鷺ペー夢一一…肇叢禅殿灘館⑳灘 畷て。
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生i命iを
旨よぐく

爺 鯉瓦
画.

汰々
永遠の縁組みで結ばれた家族

たしたち夫婦は結婚してからず

わっと子 どもが 欲 しいと願 ってい

ました が,な か なか 恵 まれ るこ

とは ありませんでした。子 どもが 欲 しいと

い う気 持 ちは理 屈 で は ありませ ん 。わた

した ちにも理 由な ど必 要 あ りませ んで し

た。女性 にとっては自分 で 産 むことによっ

て母 親 に なるとい う気 持 ちもあります。だ

か らこそ,不 妊 治療 にもで きるか ぎり挑 戦

して いました。結 局 は自分 た ちの霊 的 な

経験 を通 じて,養 子 として子 どもを迎 える

ことに確 信 を持 ち,夫 婦 で 納得 しました。

子 どもたちの ことが公 に なってい くと,

十分 に準備 が で きて いない うちにほか の

方 から養 子 であることが伝 えられ ることを

思 い,少 し不 安 に なることもあります。子

どもに はいつ も話 してはい ますが,ど こま

で 理 解 してい るか分 か りませ ん の で,告

知 するのは自分 たちか らと思 っています。

100人 の人 が いた 場合 に,99人 の善 意 の 』

人 たちに恵 まれて いたとして も,た った 一

人 の 悪 意 を持 った 人 によって,思 い も寄

らない行動 や 言葉 で子 どもたちが傷 つけ

られ ることを恐 れて,今 の 時 点 で はす べ

てを公 にはで きないという気持

匿名希望

養 子 で あると知 って いますが,完 全 に不

安 が解 消 されてい るわけ で はあ りません

の で,今 回 は 匿名 として,多 少 の配 慮 を

することにしました。

社 会制 度 上の 手続 き と奮 闘 して

養 子 として子 どもを迎 えることには様 々

な苦 労 も伴 います。宗教 のこと,育 ってき

た経 緯,子 どもへ 求 めて いることなど,行

政 か らも詳細 な面 接 を受 けました。中 に

は最 初 か ら断 られてしまう方 もいます。行

政側 の人 との巡 り合 わ せ で子 どもを迎 え

られ るか迎 えられ ないか に影 響 を受 ける

こともあ ります。養 子 を迎 える人 々はだれ

もがつ らい経 験 をし,苦 労 を積 み重 ねて

います。自分 た ちにとって はそれ が産 みの

苦 しみ と同 じだった と感 じています。わた

したちの場合 には,非 常 に親 身 な家 庭 裁

判所 の調 査 官の 方 と巡 り会 いましたし,ま

た神様 の祝福 を受 けることが できました。

子 どもの 予 防接 種 を受 けに 行 ったと

き,まだ家 裁 の 審判 ※13ペー滲照が下 りる前 で

名字 が 違 ったので 保 護者 として 認 め られ

ず に拒 否 され た ことが あ ります。児 童 相

談 所 か ら保 健 所 に連 絡 が あれ ば問

攣…

ぜ '11ぽ ナ 難 蹴撫 鴇 葵ζ
には,身 近 には必 ず 理解 してくださり,助

けてくださる方 が い らっしゃることを知 っ

て い ただ きたい と思 います。福 音 をベ ー

ス とす る信 頼 感 で つな が った,お 子 さん

を求 めてい る教 会 員 の方 々との集 まりや

情 報交 換 のネットワークが で きれ ばい いと

希 望 しています。

経路 は 遣 って も･･･…

日本 で はまだまだ偏 見 も残 ってい ます

が,そ のような中で も福 音 があ れば乗 り越

えられ ることもたくさんあ ります。経路 は違

っても神 様 か ら与 えられ た子 どもで す。子

どもには,｢マ マのお なかが少 し壊 れてい

て,神 様 が,別 の方 法 で あ なたを送 り出

してくれたんだ よ,で も親子 なんだ よ｣と話

してい ます。子 どもには,養 子 として生 ま

れ てきた 自分 に 誇 りをもって 生 活 して ほし

い と思 います。そ して将 来,様 々な境 遇

の 人 た ちの 力 になれ るような人 間 に育 っ

て ほしいと'願っています。

初 めて子 どもと会 った ときに,こ の 世 に

生 を受 けて 間 もない子 どもは,実 に頼 り

なげ で,実 に いじらしい存 在 で した。夜

中にミルクを飲 ませ て い るときに,お でこ

を触 りな が ら子 どもの 名 前 を呼 び,家 族

の ことを話 し,こ れ か らみ んな で 一緒 に

生 きてい こうね と話 しか け ました 。その わ

た しの 言 葉 に 反 応 して,に こっと笑 顔 を

見 せ ました。生 まれ たばか りの子 どもでし

た が,こ の 子 は 自分 の置 か れて いる境 遇

を分か ってい るんだと母親 として 感 じまし

た 。現 在 子 どもは元 気 で すし,成 長 を見

るのが とても楽 しみで す。子 どもを迎 える

前 は,男 の 子 で も女 の子 で も,ど この 国

籍 の 子 で も構 わ ない と伝 えて いました 。

どん な子 をい た だいて も楽 しか った と思

い ます。わ たしたちにとって子 育 てと血 の

つ なが りはまった く関係 あ りません 。

神聖な瞬間

神殿での結び固めは家庭裁判所の審
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